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3-G-11-4 東京湾流域における河川懸濁物中 PFCs濃度の空間分布実態
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1。 緒言

2009年 5月 ,残留性有機フッ素化合物(PFCs)であるペルフ

ルオロオクタンスルホン酸(PFOS)及 びその合成前駆物質が

POPsに 指定された。またベルフルオロオクタン酸(PFODや

その長鎖類縁体もカナダ環境省をはじめとして,環境影響評

価がなされ始めている(1)。 しかし,日 本における PFCsの汚染

実態の情報は限られており,評価実施や対策の遅れが懸念さ

れる。これに対し,我々は東京湾とその流域を対象として多種

の PFCsの汚染実態解明に取り組んできた。,9。 これまでの調

査で河川水中の溶存態 PFCも の汚染実態を明らかにしてきた。)

が,PFCsは類縁体ごとでの環境挙動の差異が示唆され,分配

等に関する知見の拡充が必要と考えられた。そこで東京湾流域

における河り|1水の懸濁物(SS)中 の PFCsを 分析することで,そ

れらの濃度分布状況の解明とともに PFCsの環境挙動に関す

る知見の収集を行つた。

2.調査・分析           ′

試料収集時期:2009年 4月 3日 ～5月 1日 の約 lヶ 月間

*前 日に降雨がなく,試料採取までの間に水質に影響する降

雨がないことを条件とした。

PFC分析:河り|1水(n=80)500 mLを ガラスフィルターでろ過
し,SSを捕集した。これを MeoH/EtOH(1:1)混液で振と

う・超音波抽出し,粗液を固相カー トリッジ(Oasis①HLB)

に通過させた。 SSの 乾燥重量は別途測定した。PFOS類
(C4‐C10),PFOS分岐異性体,PFOS前駆物質としてスルホ
ンアミド類(FOSAs),ス ルホンアミドエタノール類(FOSEs),

スルホンアミドアセテー ト類 (FOSAAs),ま た PFOA類
(C5口C17),そ の分岐異性体(C8‐Cll),PFOA類前駆物質とし

てテロマー不飽和カルボン酸類(FTUCAs),そ の他にテロマ

ースルホン酸(THPFOS),リ ン酸 (PFHxPA)を LC‐MS/MS
で測定した。

3。 結果及び考察

PFOAと PFOSはそれぞれ 96%,61%の SS試料からLOQ
以上で検出された。SS重量当たりではそれぞれ平均 7。0,43
ng/g‐ dryと なり,既報と比較しPFOAは 2桁低いもののPFOS
は同程度(それぞれ 150,72 ng/g‐ drりに)の レベルであつた。既報

では,周辺の特定汚染源による PFOA高汚染が影響している
ためと思われる。PFCsの濃度レベルは,溶存態では PFNA,

PFOS,PFOAの 順であった(3)が ,懸濁態では PFOS,PFNA,
PFUnDAの順(50%以 上の試料が LOQ以 上のもののみ比較)
となった(図 1)。 溶存態と比較すると,懸濁態では長鎖のPFOA
類が相対的に高濃度で検出される傾向が見られた。溶存態同様 ,

懸濁態 PFCsも都市域において汚染レベルが高くなる傾向が

見られた (図 2)。 東京湾流入主要 6河川からの PFC負荷職は,
河り|1水 中PFCsに 占める懸濁態 PFCsの害1合が,PFOAで 1.5堰 ),

PFOSで 3。 7%と なり,PFCsの多くは溶存態として輸送されて
いると考えられる。ただし長鎖の PFOA類 (C12LC15)で |ギk

40%以上となり,懸濁態として輸送される割合が著しく高く

なる結果となつた。
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図 2河川水の SS tt PFC総 濃度の東京湾流域空間分布

4.結論
懸濁態 PFCsは溶存態同様,都市域において高濃度となる傾

向を示した。長鎖の PFOA類以外は,懸濁態の PFC輸送 lltl主

溶存態と比較して少なかった。ただし,PFCsや SSは降雨に、1

る流出量増加があるため,これらの影響を調べる必要がある。
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